




Studies of the Color Fastness of the Clothing Materials 
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表6　摩擦堅牢度分散分析表
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第懐一第6鄭みられ珈く，而S光欝嵐並びに隙堅牢においては殖襯猷き’，’の
で，繊糊1j，媒獺1j別，翼嚇別の主効果の判定は出来ない・
　ただし洗濯堅牢度については，繊維，染料間の交互作用は多少みられるが，わずかであるのでこ
撹繕とti　t、すと謀獅澗の堅牢性嵯はないといえる・雛間に蹉があり，木綿が馳強
く，総粍の順鰯くなる．しか吟回の撒方灘離てみると・耗1ま木絡緯嚇間を、
多く滞したのでこの蘇醐たと叛られる謙料別に麟壊の通り・そ瀦れ差があり・例
燃榊隊知工，隔，次いで茶，よもぎ瀧などが高く，低いの1瀟芳・°グゥツドであ
る．蘇ラテ醐いのは港別のtls色条件によらないで，他の獅1と同一条件にしたた瞭色法が糊
でなかつたからであろう。摩擦堅牢度についても同様である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　J　I括
19働渤染縮姻ついて繊維別，撒剤別に染齢をうく弼光・一灘摩擦に対する染色
堅牢度をしらべ基礎資料を作成した。
これをみると，染料，雛謀獺1ゐ間絞互作用があつて一定の餉力礎勘られない・こ
れ脚か泌購こよるものか今回翻らS・・vcすることができなかつたので，今後もくり返え峡
験を追撫していく予定であるo
本実験にあたり謝臨徽閲を頂齢した鮒脚搬獅軸羅ゐ御鱒麺きまし瀞肝
代灘甑試搬のNifilを許可甑堅物半励矧受け下さつ漸専掲肛撒術セソター貼獄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿14－一
験場の小林久吉場長，小林登記栄斥s・お手伝い頂いた内田慧，落合順子ご浅野和子の諸氏にP・”・：s－・く御礼申し上
げます。
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